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【 目 的 】 経 大 腿 動 脈 ア プ ロ ー チ が 困 難 な 転 移 性 骨 腫 瘍 に 対 し て 、 頚1  

部 小 切 開 に よ る 術 前 腫 瘍 塞 栓 術 が 有 効 で あ っ た 症 例 を 経 験 し た た め2  

報 告 す る 。【 症 例 】 肝 臓 癌 で 加 療 中 の 7 3 歳 男 性 。 頭 頂 部 に 頭 蓋 骨 内3  

外 に 進 展 し 急 速 に 増 大 す る 最 大 径 6 0 m m 大 の 腫 瘤 性 病 変 を 認 め た 。既4  

往 に S t a n f o r d  A 型 大 動 脈 解 離 が あ る た め 経 大 腿 動 脈 ア プ ロ ー チ が 困5  

難 で あ り 、 頚 部 を 小 切 開 し た 後 に 総 頚 動 脈 に シ ー ス を 挿 入 し 、 経 大6  

腿 動 脈 ア プ ロ ー チ と 同 様 の セ ッ テ ィ ン グ で 腫 瘍 塞 栓 術 を 施 行 し た 。7  

手 技 に よ る 合 併 症 は な く 、 摘 出 術 中 の 出 血 コ ン ト ロ ー ル は 良 好 で あ8  

っ た 。【 結 論 】頚 部 小 切 開 を 用 い た 頚 動 脈 直 視 下 穿 刺 に よ る 腫 瘍 塞 栓9  

術 は 、 安 全 か つ 有 効 な ア プ ロ ー チ で あ っ た 。  1 0  

 1 1  

緒 言  1 2  

腫 瘍 塞 栓 術 は 一 般 的 に 経 大 腿 動 脈 ア プ ロ ー チ で 施 行 さ れ る 。 し か し1 3  

な が ら 、 経 大 腿 ア プ ロ ー チ が 困 難 な 症 例 で は 、 経 上 腕 動 脈 ア プ ロ ー1 4  

チ や 頚 動 脈 直 接 穿 刺 法 が 選 択 さ れ る 。 頚 動 脈 直 接 穿 刺 法 は 、 経 皮 的1 5  

ア プ ロ ー チ と 頚 部 小 切 開 ア プ ロ ー チ に 大 別 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 方 法 に1 6  

メ リ ッ ト と デ メ リ ッ ト が 存 在 す る 。 今 回 我 々 は 、 既 往 に S t a n f o r d  A1 7  

型 の 大 動 脈 解 離 が あ る 肝 細 胞 癌 の 頭 蓋 骨 転 移 症 例 に 対 し て 、 頚 部 小1 8  

切 開 ア プ ロ ー チ に よ る 頚 動 脈 直 接 穿 刺 法 に よ り 腫 瘍 塞 栓 術 を 施 行 し1 9  

た 1 例 を 経 験 し 、 良 好 な 結 果 を 得 た の で 報 告 す る 。  2 0  

 2 1  

症 例 提 示  2 2  

症 例 ： 7 3 歳 、 男 性  2 3  

主 訴 ： 左 頭 頂 部 の 急 速 に 増 大 す る 腫 瘤 性 病 変  2 4  
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既 往 歴 ： 高 血 圧 、 慢 性 C 型 肝 炎 、 肝 硬 変 、 肝 細 胞 癌 、 S t a n f o r d  A 型1  

大 動 脈 解 離 （ 慢 性 期 偽 腔 閉 塞 型 ）  2  

家 族 歴 ： 特 記 事 項 な し  3  

現 病 歴 ： 肝 細 胞 癌 に 対 し て ソ ラ フ ェ ニ ブ ト シ ル 酸 塩 に よ る 化 学 療 法4  

施 行 中 で あ っ た 。 左 頭 頂 部 に 1 ヶ 月 で 急 速 に 増 大 す る 腫 瘤 性 病 変 を5  

自 覚 し 、 痛 み を 伴 う 状 態 と な り 当 科 へ 紹 介 と な っ た 。  6  

入 院 時 検 査 所 見 ： 血 液 検 査 で は 、 R B C  5 0 1×1 0 4 /μ l、 H b  1 6 . 3 g / d l、7  

H t  4 8 . 8 %、P L T  1 0 . 8×1 0 4 /μ l、A S T  1 4 3 I U / l、A L T  1 3 7 I U / l、P T  1 3 . 0 s、8  

P T  7 7 . 2 %、P T ( I N R )  1 . 1 9、A F P  6 0 1 0 5 n g / m l、P I V K A -Ⅱ 3 8 8 6 m A U / m l と 、9  

血 小 板 減 少 、 肝 酵 素 の 上 昇 、 腫 瘍 マ ー カ ー の 上 昇 を 認 め た 。  1 0  

神 経 放 射 線 学 的 所 見 ： 頭 部 M R I で 左 頭 頂 部 の 上 矢 状 静 脈 洞 近 傍 に 骨1 1  

を 中 心 と し 頭 蓋 骨 内 外 に 進 展 す る 最 大 径 6 0 m m 大 の 腫 瘍 を 認 め た1 2  

（ F i g . 1 - A）。 3 D - C T A で は 、 v a s c u l a r i t y  が 非 常 に 高 い 腫 瘍 で あ っ た1 3  

( F i g . 1 - B )。 胸 部 造 影 C T で は 、 大 動 脈 弓 部 よ り 腹 部 大 動 脈 に か け て1 4  

偽 腔 血 栓 閉 塞 型 の 大 動 脈 解 離 を み と め た ( F i g . 1 - C )。総 頚 頚 動 脈 に は1 5  

解 離 は 及 ん で い な か っ た 。  1 6  

方 針  1 7  

経 過 と 画 像 所 見 か ら 肝 細 胞 癌 の 頭 蓋 骨 転 移 と 診 断 し た 。 余 命 が 半 年1 8  

以 上 見 込 め 、 化 学 療 法 抵 抗 性 の 急 速 増 大 例 で あ り 、 外 科 的 摘 出 術 の1 9  

適 応 と 判 断 し た 。既 往 に 1 5 年 前 に 指 摘 さ れ 保 存 的 に 加 療 さ れ て い る2 0  

S t a n f o r d  A 型 大 動 脈 解 離 （ 慢 性 期 偽 腔 閉 塞 型 ） が あ り 、 循 環 器 内 科2 1  

に よ り 大 動 脈 内 の ワ イ ヤ ー 操 作 は 再 開 通 の リ ス ク を 伴 う た め リ ス ク2 2  

が 高 い と 診 断 さ れ た 。 頚 動 脈 直 接 穿 刺 法 は 、 総 頚 動 脈 に 解 離 が 及 ん2 3  

で い な い た め 可 能 と 判 断 し た 。 ま た 、 肝 細 胞 癌 と 肝 硬 変 の 影 響 で 、2 4  
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血 小 板 の 低 下 を 認 め て お り 、 経 皮 的 ア プ ロ ー チ で は 止 血 困 難 と な る1  

リ ス ク を 考 慮 し 、 頚 部 小 切 開 ア プ ロ ー チ を 行 う 方 針 と し た 。  2  

 3  

血 管 内 治 療  4  

ハ イ ブ リ ッ ド ル ー ム で 全 身 麻 酔 下 に 頭 部 を 右 へ 約 3 0 度 回 旋 し 円 座5  

に 固 定 し た ( F i g . 2 - A )。左 頚 部 の 胸 鎖 乳 突 筋 前 縁 に 沿 っ て 約 5 c m の 縦6  

切 開 を 行 い 、 左 総 頚 動 脈 を 露 出 さ せ た 。 穿 刺 は 、 皮 膚 切 開 部 の 尾 側7  

か ら 皮 下 組 織 を 約 5 c m 貫 い て 直 視 下 に 行 い 、4 F r シ ョ ー ト シ ー ス（ テ8  

ル モ 、 東 京 ） を 透 視 下 に 挿 入 し た ( F i g . 2 - B )。 ヘ パ リ ン を 3 0 0 0 単 位9  

投 与 し 、 A c t i v a t e d  C l o t t i n g  T i m e を 2 0 0 秒 以 上 と し た 。 4 . 2 F r  の1 0  

親 カ テ ー テ ル （ F U B U K I、 朝 日 イ ン テ ッ ク 、 愛 知 ） を 左 外 頚 動 脈 へ 誘1 1  

導 し 診 断 撮 影 を 施 行 、 左 中 硬 膜 動 脈 と 浅 側 頭 動 脈 よ り 著 明 な 腫 瘍 陰1 2  

影 を 確 認 し た ( F i g . 3 - A、 B )。 ま ず 、 マ イ ク ロ カ テ ー テ ル1 3  

（ E x c e l s i o r 1 0 1 8、 S t r y k e r、  K a l a m a z o o、  M I、  U S A）を マ イ ク ロ ガ1 4  

イ ド ワ イ ヤ ー （ C H I K A I  1 4、 朝 日 イ ン テ ッ ク 、 愛 知 ） を 用 い て 、 左 中1 5  

硬 膜 動 脈 に 誘 導 し （ F i g . 4 - A）、 エ ン ボ ス フ ィ ア （ 1 0 0 - 3 0 0μ m、 日 本1 6  

化 薬 株 式 会 社 、 東 京 ） で 腫 瘍 塞 栓 を 行 っ た 。 中 硬 膜 動 脈 か ら の 腫 瘍1 7  

濃 染 像 が ほ ぼ 消 失 し た の を 確 認 し た 後 、 中 硬 膜 動 脈 本 幹 を O r b i t  1 8  

G a l a x y  X t r a s o f t  2 m m  x  8 c m  ( C o d m a n ,  J o h n s o n & J o h n s o n ,  C a l i f o r n i a ,  1 9  

U S A ) 2 本 を 用 い て 塞 栓 し た 。 続 い て 左 浅 側 頭 動 脈 の 頭 頂 枝 末 梢 に2 0  

E x c e l s i o r 1 0 1 8 を 誘 導 し ( F i g . 4 - B )、 エ ン ボ ス フ ィ ア （ 1 0 0 - 3 0 0μ m）2 1  

で 塞 栓 を 行 っ た 。 浅 側 頭 動 脈 か ら の 腫 瘍 濃 染 像 が ほ ぼ 消 失 し た こ と2 2  

を 確 認 し た 後 、 浅 側 頭 動 脈 本 管 を O r b i t  G a l a x y  X t r a s o f t  2 m m  x  8 c m  2 3  

3 本 を 用 い て 塞 栓 し た 。 最 終 撮 影 で 外 頚 動 脈 か ら の 腫 瘍 陰 影 が 消 失2 4  
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し た こ と を 確 認 し た（ F i g . 4 - C、 D）。シ ー ス 刺 入 部 は 、総 頚 動 脈 を ブ1  

ル ド ッ ク 鉗 子 で 確 保 し た 後 に 抜 去 し 、 内 腔 を 十 分 に 洗 浄 し た 後 、 内2  

腔 を 確 認 し な が ら 5 - 0  モ ノ ナ イ ロ ン 糸 で 2 針 縫 合 し 、確 実 な 止 血 を3  

行 っ た 。 塞 栓 術 後 3 日 目 に 腫 瘍 摘 出 術 を 施 行 し 、 腫 瘍 か ら の 出 血 は4  

容 易 に コ ン ト ロ ー ル す る こ と が で き 、 約 1 0 0 m l 程 度 の 出 血 で 上 矢 状5  

静 脈 洞 部 を 除 き 肉 眼 的 に 全 摘 出 し た 。 術 後 の M R I 画 像 で 良 好 な 摘 出6  

を 確 認 し ( F i g . 1 - D )、 合 併 症 は 認 め ず 独 歩 で 自 宅 退 院 し た （ m R S  0）。7  

永 久 病 理 は 肝 細 胞 癌 の 転 移 と し て 矛 盾 し な か っ た 。  8  

 9  

考 察  1 0  

 肝 細 胞 癌 の 頭 蓋 内 転 移 は 比 較 的 稀 で あ り 、 特 に 頭 蓋 骨 転 移 の 報 告1 1  

は 少 な い 1 , 2 )。 肝 細 胞 癌 の 頭 蓋 内 転 移 は 易 出 血 性 で あ り 、 特 に 骨 転1 2  

移 で は 硬 膜 外 出 血 や 硬 膜 下 出 血 を 起 こ す こ と も あ る 1 , 3 )。 治 療 に は1 3  

放 射 線 化 学 療 法 や 外 科 的 摘 出 術 が あ り 、 今 回 の 症 例 で は 化 学 療 法 に1 4  

抵 抗 性 で あ り 、 痛 み を 伴 っ て 短 期 間 に 増 大 し て い る こ と か ら 外 科 的1 5  

摘 出 術 を 選 択 し た 。 ま た 、 摘 出 術 前 の 精 査 で 中 硬 膜 動 脈 と 浅 側 頭 動1 6  

脈 を 介 し て 硬 膜 、 骨 お よ び 皮 膚 か ら 栄 養 血 管 が 確 認 さ れ 、 摘 出 術 中1 7  

の 多 量 出 血 が 予 想 さ れ た こ と か ら 術 前 の 腫 瘍 塞 栓 術 を 行 う 方 針 と し1 8  

た 。  し か し な が ら 、 上 行 大 動 脈 か ら 腹 部 大 動 脈 ま で S t a n f o r d  A 型1 9  

の 大 動 脈 解 離 を 認 め て お り 、 経 大 腿 動 脈 ア プ ロ ー チ や 経 上 腕 動 脈 ア2 0  

プ ロ ー チ が 困 難 な 状 況 で あ り 、 頚 部 小 切 開 ア プ ロ ー チ に よ る 頚 動 脈2 1  

直 接 穿 刺 法 を 選 択 し た 。  2 2  

 2 3  

 頚 動 脈 直 接 穿 刺 法 は 、古 く は 1 9 6 0 年 代 に 行 わ れ 4 )、経 皮 的 ア プ ロ2 4  
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ー チ と 頚 部 小 切 開 ア プ ロ ー チ に 大 別 さ れ る 。 経 皮 的 ア プ ロ ー チ は 局1  

所 麻 酔 で 可 能 で あ り 簡 便 な ア プ ロ ー チ で あ る が 、 致 命 的 な 合 併 症 と2  

な り う る 術 後 の 頚 部 皮 下 血 腫 の リ ス ク が あ る 5 , 6 )。 ま た 、 動 脈 硬 化3  

部 位 の 穿 刺 リ ス ク や 用 手 圧 迫 に よ る 虚 血 の リ ス ク 7 )、 血 管 攣 縮 、 解4  

離 形 成 、 神 経 損 傷 な ど の リ ス ク も 挙 げ ら れ て お り 、 前 述 の 頚 部 皮 下5  

血 腫 併 せ る と 2 . 9％ - 1 4 . 0％ に ト ラ ブ ル が あ っ た と さ れ て い る 5 , 6 )。6  

出 血 予 防 に 総 頚 動 脈 に 対 す る 止 血 デ バ イ ス を 用 い る 報 告 5 , 8 , 9 )も あ7  

る が ， o f f  l a b e l  の 使 用 で あ り 、 血 栓 形 成 の リ ス ク が あ る 7 , 1 0 )。 今8  

回 の 症 例 で は 、 肝 硬 変 に 伴 う 血 小 板 の 減 少 傾 向 を 認 め て お り 、 通 常9  

よ り も 経 皮 的 ア プ ロ ー チ に は リ ス ク が あ る と 判 断 し た 。  1 0  

 1 1  

 頚 部 小 切 開 ア プ ロ ー チ は 、 r e v e r s e d  f l o w に よ る c a r o t i d  a r t e r y  1 2  

s t e n t i n g や 脳 動 脈 瘤 へ の コ イ リ ン グ 、頚 動 脈 海 綿 静 脈 洞 瘻 な ど で 多1 3  

数 報 告 さ れ て お り 、 使 用 す る シ ー ス の 太 さ や ヘ パ リ ン 使 用 の 有 無 に1 4  

関 係 な く 確 実 な 止 血 が 可 能 で あ り 、安 全 で 有 用 な 手 技 で あ る 6 , 1 1 - 1 9 )。1 5  

デ メ リ ッ ト と し て は 、 全 身 麻 酔 に 伴 う 合 併 症 や 手 術 時 間 の 延 長 が 挙1 6  

げ ら れ る 。 し か し な が ら 、 穿 刺 ト ラ ブ ル や 術 後 血 腫 形 成 リ ス ク を 回1 7  

避 で き る メ リ ッ ト は 大 き く 、 全 身 麻 酔 で の 頚 部 切 開 に 対 応 で き る 環1 8  

境 整 備 は 必 要 で あ る 。 穿 刺 部 位 と し て は 、 外 頚 動 脈 へ の 穿 刺 も 可 能1 9  

で あ る が 、 頚 動 脈 分 岐 部 の 高 い 場 合 は 困 難 で あ り 、 ま た 外 頚 動 脈 の2 0  

全 周 性 確 保 は 神 経 障 害 の リ ス ク が あ る た め 、 総 頚 動 脈 が 適 切 と 考 え2 1  

た 。  2 2  

 2 3  

 本 症 例 で は 、 4 . 2 F r の 親 カ テ ー テ ル に よ る ア プ ロ ー チ を 行 っ た 。2 4  
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外 頚 動 脈 か ら の 腫 瘍 塞 栓 術 で あ れ ば 、 留 置 針 と マ イ ク ロ カ テ ー テ ル1  

の み で の 塞 栓 も 可 能 で あ る 。 し か し な が ら ， 末 梢 ま で マ イ ク ロ カ テ2  

ー テ ル を 誘 導 す る 場 合 や 1 . 5 F r な ど 小 径 の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル を 使3  

用 す る 場 合 に は 親 カ テ ー テ ル の 使 用 が 有 用 で あ る 。 ま た 、 一 度 親 カ4  

テ ー テ ル を 誘 導 す れ ば 、 手 技 自 体 は 経 大 腿 動 脈 ア プ ロ ー チ と 同 様 に5  

行 う こ と が で き 、 通 常 の セ ッ テ ィ ン グ で 治 療 を 行 う こ と が 出 来 る 。6  

腫 瘍 塞 栓 術 は 、 塞 栓 物 質 と コ イ ル に よ り 行 わ れ る 事 が 多 い 。 塞 栓 物7  

質 の エ ン ボ ス フ ィ ア は 脳 神 経 領 域 で は 3 0 0 - 5 0 0μ m が 推 奨 さ れ て い8  

る が 、今 回 の 症 例 は 骨 腫 瘍 で あ り 神 経 障 害 の リ ス ク は 低 い と 判 断 し 、9  

塞 栓 率 を 優 先 し て 1 0 0 - 3 0 0μ m の サ イ ズ を 選 択 し た 。ま た コ イ ル は 離1 0  

脱 式 コ イ ル を 使 用 し た が 、 プ ッ シ ャ ブ ル コ イ ル で 十 分 に 対 応 で き 、1 1  

部 位 に よ る 使 い 分 け が 必 要 と 考 え ら れ た 。  1 2  

  1 3  

 経 大 腿 ア プ ロ ー チ が 困 難 な 要 因 と し て 、 t y p eⅢ ア ー チ や 総 頚 動 脈1 4  

の 蛇 行 、 両 側 総 腸 骨 動 脈 や 大 腿 動 脈 の 閉 塞 、 大 動 脈 の 著 明 な 動 脈 硬1 5  

化 や 大 動 脈 解 離 な ど が あ る 5 , 6 , 7 , 1 0 , 2 0 )。 器 材 の 向 上 に よ り 、 経 上 腕1 6  

や 経 橈 骨 動 脈 ア プ ロ ー チ が 以 前 に 比 べ 容 易 と な っ た が 、 大 動 脈 弓 自1 7  

体 に 疾 患 が あ る 場 合 に は 頚 動 脈 直 接 穿 刺 法 が 必 要 で あ る 。 近 年 は 、1 8  

多 く の 施 設 で ハ イ ブ リ ッ ド ル ー ム が 整 備 さ れ つ つ あ り 、 比 較 的 簡 便1 9  

に 全 身 麻 酔 の 導 入 と 外 科 手 技 の 併 用 が 可 能 と な っ た 。 よ っ て 、 よ り2 0  

安 全 な プ ロ ー チ 法 と し て 頚 部 小 切 開 ア プ ロ ー チ に よ る 頚 動 脈 直 接 穿2 1  

刺 法 が 選 択 さ れ る 機 会 が 増 え る と 考 え ら れ る 。  2 2  

 2 3  

結 語  2 4  
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頚 部 小 切 開 ア プ ロ ー チ に よ る 頚 動 脈 直 接 穿 刺 法 は 、 確 実 な 動 脈 穿 刺1  

や 止 血 、 通 常 通 り の セ ッ テ ィ ン グ で 治 療 を 行 う こ と が 出 来 る 面 か ら2  

安 全 性 が 高 い 。 出 血 を 起 こ し や す い 担 癌 患 者 で 、 か つ S t a n f o r d  A3  

型 動 脈 解 離 な ど 通 常 の ア プ ロ ー チ が 困 難 な 症 例 に 対 し て は 、 頚 部 小4  

切 開 ア プ ロ ー チ に よ る 経 動 脈 直 接 穿 刺 が 有 用 で あ る 。  5  

 6  

利 益 相 反 の 開 示  7  

本 論 文 に 関 し て 、 開 示 す べ き 利 益 相 反 状 態 は 存 在 し な い 。  8  

 9  
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